
 

 

   

                               

  

第
四
十
一
回
総
会
及
び
記
念
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
は
、
去
る
九
月
二
十
三
日
（
金
、
祝
日
）

午
前
十
一
時
よ
り
静
岡
市
葵
区
追
手
町
の

静
岡
市
歴
史
博
物
館
を
会
場
に
開
催
さ
れ

た
。
次
第
は
次
の
通
り
。 

 

一 

総
会 

（
一
）
議
長
選
出 

（
二
）
会
務
報
告 

（
三
）
研
究
誌
報
告 

（
四
）
会
計
報
告 

（
五
）
会
計
監
査
報
告 

（
六
）
新
年
度
役
員
選
出 

（
七
）
新
年
度
の
活
動
方
針 

（
八
）
新
年
度
の
予
算
審
議 

（
九
）
そ
の
他 

 

二 

記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

「
今
川
氏
研
究
の
現
在
」 

基
調
報
告 

大
石
泰
史
氏
・
鈴
木
将
典
氏
・
糟
谷
幸
裕
氏 

 

コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー 

 

黒
田
基
樹
氏 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー 

大
石
泰
史
氏 

総
会
は
、
厚
地
淳
司
氏
の
司
会
に
よ
り
始
ま

っ
た
。
小
和
田
哲
男
会
長
か
ら
の
挨
拶
の
後
、

議
長
に
小
川
隆
司
氏
を
選
出
し
、
右
記
の
次
第

に
し
た
が
っ
て
進
め
ら
れ
た
。
議
事
詳
細
に
つ

い
て
は
、
後
掲
の
通
り
で
あ
る
。
午
後
一
時
か

ら
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
行
わ
れ
、
午
後
五
時

に
散
会
し
た
。
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
要
旨 

     

は
、
来
年
九
月
刊
行
す
る
研
究
誌
第
十
三
号

に
収
載
す
る
予
定
で
あ
る
。 

 二
〇
二
一
度
会
務
報
告
・
研
究
誌
報
告
・
会

計
報
告
・
会
計
監
査
報
告 

一
年
間
の
例
会
七
で
計
一
〇
一
名
（
平
均

十
名
参
加
） 

 
 

→
昨
年
度
よ
り
微
増 

・
例
会
参
加
者
は
、
一
け
た
の
例
会
は
二

回
あ
っ
た
（
一
、
二
月
）
。 

・
幹
事
の
報
告
が
少
な
い
。 

・
会
場
は
な
ん
と
か
確
保
で
き
た
が
、
教
育

会
館
も
な
か
な
か
予
約
が
取
れ
な
い
。 

・
報
告
者
，
報
告
内
容
に
よ
っ
て
参
加
人
数

に
差
が
出
る
。 

・
報
告
内
容
は
，
中
世
六
、
近
世
四
で
バ
ラ

ン
ス
が
と
れ
て
い
た
。 

・
県
外
報
告
者
は
糟
谷
氏
の
み
。 

・
卒
論
発
表
会
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
十

月
に
実
施
し
た
。 

・
書
評
会
が
で
き
な
か
っ
た
。
十
一
月
に
実

施
す
る
予
定
。 

※
会
計
報
告
・
予
算
等
は
四
頁
に
掲
載
し

た
。 

 
会
報
の
発
行 

二
三
九
号
～
二
四
四
号
，

計
六
号
発
行
し
た
。 

 

歴
史
随
想 

第
二
三
九
号 
大
御
所
家
康
、
駿
府
城
で

陪
臣
を
も
て
な
す 

 
 

 

廣
田 

浩
治 

第
二
四
〇
号 

鷲
津
村
の
小
笠
原
佐
渡
守 

小
林
輝
久
彦                                                

第
二
四
一
号 

井
伊
の
赤
備
え
は
〝
山
県
昌

景
隊
の
継
承
〟
だ
っ
た
の
か 

太
向 

義
明 

 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

第
二
四
二
号 

 

清
水
船
手
細
井
勝
茂
と

阿
波
蜂
須
賀
氏 

 
 
 

 
 

小
川 

雄 

第
二
四
三
号 

 

静
岡
市
歴
史
博
物
館

七
月
に
プ
レ
オ
ー
プ
ン
一
月
に
全
館

開
館 

 
 
 
 

 
 

廣
田 

浩
治 

 

 

例
会
の
開
催 

◆
十
月
例
会 

十
月
二
十
三
日 

 

静
岡
県
教
育
会
館 

地
階
C
会
議
室 

(

十
名
参
加)

 

駿
河
の
中
世
郷
村
と
地
下
文
書 

―
史
料
学
に
よ
る
中
世
在
地
社
会
論
の
試

み
― 

 
 
 
 

 
 
 

 

廣
田
浩
治
氏 

◆
十
一
月
例
会 

十
一
月
二
十
七
日 

静
岡
県
教
育
会
館 

地
階
C
会
議
室 

(

十
名
参
加)

 

桜
野
合
戦
（
薩
埵
山
合
戦
）
に
つ
い
て

の
考
察 

 
 
 

 
 

山
田
剛
徳
氏 

 

◆
十
二
月
例
会  

十
二
月
十
一
日 

静
岡
県
教
育
会
館 

地
階
C
会
議
室 

(

十
名
参
加)

 

五
山
派
時
代
の
臨
済
寺 

 

伴
内
え
み
氏 

 
 
 
 

 
 
 

 

◆
一
月
例
会 

 
 

一
月
二
十
三
日 

 
 

静
岡
県
教
育
会
館 

地
階
C
会
議
室 

(

八
名
参
加)

 

遠
江
の
荘
園
再
考 

 
 

森
田
香
司
氏 

◆
二
月
例
会 

二
月
十
九
日 

楽
寿
園
内
三
島
市
郷
土
資
料
館
視
聴
覚
室

(

八
名
参
加)

 

近
世
後
期
三
島
宿
の
伝
馬
役
負
担
・
災
害 

と
拝
借
金
増
加 

 
 
 

 

平
林
研
治
氏 

（
三
島
市
郷
土
資
料
館
学
芸
員
） 

◆
三
月
例
会 

(

十
二
名
参
加) 

☆第２４５号              ２０２２年１０月２５日 

静岡県地域史研究会報 
     － 静 岡 県 地 域 史 研 究 会 －  

第
四
十
一
回
総
会
報
告 



 

 

静
岡
県
教
育
会
館 

五
階
C
会
議
室 

牧
氏
事
件
の
一
考
察 

 
 
 

森
田
香
司
氏 

◆
四
月
例
会 

四
月
二
十
三
日 

静
岡
県
教
育
会
館 

五
階
C
会
議
室 

近
世
蒲
原
宿
の
支
配
代
官 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

厚
地
淳
司
氏 

◆
五
月
例
会 
五
月
二
十
八
日 

 

静
岡
県
教
育
会
館 
地
階
C
会
議
室 

(

十
二
名
参
加)

 

駿
府
家
康
政
権
論
ー
課
題
と
問
題
提
起
― 

廣
田
浩
治
氏 

◆
六
月
例
会 

六
月
十
八
日 

 

ア
ク
ト
シ
テ
ィ
交
流
セ
ン
タ
ー
四
〇
三

会
議
室(

十
二
名
参
加)

 

天
正
十
九
年
に
藤
原
を
称
す
る
家
康 

―
笠
谷
和
比
古
氏
・
岡
野
友
彦
氏
の
天
正

十
六
年
源
氏
改
姓
に
係
る
所
説
を
否
定

す
る
史
料
― 

 
 
 

小
林
輝
久
彦
氏 

◆
七
月
例
会 

七
月
二
十
五
日 

静
岡
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
あ
ざ
れ

あ
四
〇
一
会
議
室(

十
一
名
参
加)

 

今
川
氏
の
天
文
の
三
河
侵
攻
・
再
考 

 
 
 
 

 
 
 

糟
谷
幸
裕
氏 

今
川
氏
検
地
の
再
検
討 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

鈴
木
将
典
氏 

 

  
 二

〇
二
二
年
度
役
員 

 

厚
地
淳
司
事
務
局
長
代
行
か
ら
新
年
度
役

員
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
提
案
が
あ
り
、
全

会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。 

顧 

問 

本
多
隆
成
（
静
岡
大
学
名
誉
教
授
） 

会 

長 

小
和
田
哲
男
（
静
岡
大
学
名
誉
教
授
） 

事
務
局
長
（
会
誌
査
読
） 

森
田
香
司
（
広
沢
小
） 

幹 

事
（
会
計
担
当
）
北
村 

啓 

 
 
 
 

（
清
水
桜
が
丘
高
） 

幹 

事
（
会
誌
担
当
）
厚
地
淳
司 

（
相
洋
高
） 

幹 

事 

（
会
誌
査
読
） 

小
川
隆
司 

（
藤
枝
西
高
） 

幹 

事 

前
田
利
久
（
清
水
国
際
高
） 

幹 

事 
 

柴 

雅
房
（
県
立
中
央
図
書
館
） 

幹 

事 
 

坪
井
俊
三 

（
浜
松
市
文
化
財
保
護
審
議
委
員
） 

幹 

事 
 

（
会
誌
査
読
） 

西
田
か
ほ
る
（
静
岡
文
芸
大
） 

幹 

事 
 

岡
村  

龍
男
（
豊
橋
市
立
図
書
館
） 

幹 

事 
 

小
林
輝
久
彦
（
名
古
屋
国
税
局
） 

幹 

事 
 

望
月
保
宏
（
沼
津
工
業
高
） 

幹 

事 

鈴
木
将
典 

（
静
岡
市
文
化
振
興
財
団
） 

幹 
事
（
会
誌
査
読
）
貴
田 

潔
（
静
岡
大
） 

会
計
監
査 
土
屋
比
都
司 

（
三
島
宿
研
究
会
） 

会
計
監
査 

小
川 
勝 （

静
岡
古
城
研
究
会
） 

昨
年
度
と
の
異
同
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

二
〇
二
二
年
度
活
動
方
針 

 

新
年
度
の
活
動
方
針
に
つ
い
て
、
厚
地
事
務

局
長
代
行
よ
り
次
の
よ
う
な
提
案
が
示
さ

れ
た
。 

〈
例
会
の
充
実
〉 

 

一
例
会
一
報
告
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。
会
員
全

員
に
メ
ー
ル
登
録
を
依
頼
し
て
い
く
。
コ
ロ
ナ
対

策
と
し
て
、
広
い
会
議
室
を
確
保
し
て
い
く
。
当
面

懇
親
会
は
行
わ
な
い
。 

年
間
十
回
の
例
会
を
き
ち
ん
と
行
っ
て
い
く
。

二
月
は
東
部
例
会
で
例
年
楽
寿
園
内
三
島
市
郷
土

資
料
館
を
お
借
り
し
て
い
る
。
六
月
は
西
部
例
会

で
磐
田
市
の
ワ
ー
ク
ピ
ア
磐
田
を
予
約
予
定
で

す
。
三
月
は
学
生
の
卒
業
論
文
発
表
会
の
予
定
。
例

会
を
き
ち
ん
と
や
っ
て
い
く
だ
け
で
な
く
、
例
会

報
告
の
内
容
を
充
実
さ
せ
て
い
く
。
ま
た
、
他
地

域
に
も
報
告
者
を
要
請
し
、
多
角
的
な
視
点
や
最

新
の
研
究
成
果
の
研
究
報
告
を
進
め
る
。 

そ
し
て
、
最
新
の
研
究
成
果
や
他
地
域
の

研
究
者
に
積
極
的
に
声
掛
け
し
て
報
告
を

依
頼
す
る
。 

（
会
誌
第
十
三
号
の
発
行
） 

 

昨
年
同
様
、
会
誌
担
当
厚
地
氏
を
中
心
に
編

集
し
て
い
く
。
査
読
は
二
名
の
幹
事
に
担
当
し

て
も
ら
う
。 

（
会
報
の
発
行
） 

年
間
六
回
の
会
報
を
発
行
す
る
だ
け
で
な
く
、

会
報
の
内
容
を
充
実
さ
せ
る
。
な
お
、
例
会
が

一
報
告
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
報
告
要

旨
が
少
な
い
と
紙
面
が
埋
ま
り
ま
せ
ん
。

し
た
が
っ
て
、
報
告
者
は
今
ま
で
よ
り
多

く
、
十
五
字×

六
〇
行
～
九
〇
行
で
書
い

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

※
メ
ー
ル
登
録
の
お
願
い 

k
o
j
i
2
0
1
1
@
k
c
d
.
b
i
g
l
o
b
e
.
n
e
.
j
p
 

受
け
取
り
次
第
、
森
田
の
方
よ
り
、
返
信

し
ま
す
。
そ
れ
以
降
は
会
報
及
び
例
会
案

内
通
知
葉
書
は
メ
ー
ル
で
送
ら
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

な
お
、
十
月
二
十
日
現
在
で
、
会
員
の
登

録
者
は
六
九
名
で
す
。
未
登
録
の
方
は
右

記
森
田
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
ま
で
メ
ー
ル

く
だ
さ
い
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

〈
会
費
納
入
〉 

 

昨
年
度
は
一
〇
六
名
の
会
費
納
入
者
で

あ
っ
た
が
、
複
数
年
納
入
者
を
合
わ
せ
て

の
数
で
あ
り
、
ま
だ
未
納
者
が
い
る
状
態

で
あ
る
。
現
在
の
会
員
数
は
一
一
二
で
あ

り
、
未
納
者
に
は
会
費
納
入
を
督
促
し
て

い
く
こ
と
と
し
た
が
二
年
滞
納
し
た
会
員

に
は
退
会
を
促
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。 

二
〇
二
二
年
度
予
算 

 

新
年
度
予
算
は
北
村
啓
氏
か
ら
提
案
さ

れ
、
承
認
さ
れ
た
。
今
年
も
振
込
用
紙
を
同

封
し
ま
す
の
で
、
振
込
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 

そ
の
他
〈
来
年
度
総
会
つ
い
て
〉 

総
会
で
以
下
の
よ
う
に
提
案
し
了
承
さ

れ
ま
し
た
。 

 
 

 

来
年
の
総
会
に
は
記
念
講
演
を
依
頼

し
、
そ
の
分
野
は
近
世
史
と
す
る
。 

【
例
会
案
内
】 

☆
十
一
月
例
会 

十
一
月
十
三
日
（
土
） 

午
後
一
時
三
〇
分
～
四
時
三
〇
分 

沼
津
市
立
図
書
館
講
座
室 

小
田
原
近
世
史
研
究
会
編
『
近
世
地
域
史

研
究
の
模
索
―
「
つ
な
が
り
」
の
視
点
か

ら
―
』
の
書
評
会 

地
方
史
研
究
協
議
会
主
催
／
小
田
原
近
世

史
研
究
会
・
静
岡
県
地
域
史
研
究
会
共
催

で
行
い
ま
す
。 

書
評
者 

 

① 

松
本
和
明
氏
（
静
岡
大
学
） 

② 

杉
本
寛
郎
氏
（
富
士
市
博
物
館
）
「
つ

な
が
り
」
の
視
点
か
ら
の
事
例
報
告 

③ 

小
田
原
近
世
史
研
究
会
の
リ
プ
ラ
イ 

対
面
及
び
ズ
ー
ム
で
の
開
催
で
す
。 

地
方
史
研
究
協
議
会
よ
り
の
要
望 

【
参
加
方
法
】
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
対
策
等
の
観
点
か
ら
、
事
前
申
し

込
み
制
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
会
場

で
の
ご
参
加
を
基
本
と
し
ま
す
が
、Z

oom

を
使
っ
て
講
演
・
報
告
を
同
時
配
信
さ
せ

て
頂
く
予
定
で
す
。
参
加
を
ご
希
望
さ
れ

る
方
は
左
記
の
通
り
お
申
し
込
み
く
だ
さ

mailto:koji2011@kcd.biglobe.ne.jp


 

 

い
。
な
お
参
加
者
多
数
の
場
合
は
、
リ
モ
ー

ト
で
の
参
加
を
お
願
い
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
何
卒
ご
理
解
の
程
宜
し
く
お
願
い

し
ま
す
。 

【
申
込
方
法
】
①
ご
氏
名
、
③
ご
所
属
、
③

ご
連
絡
先
、
④
参
加
方
法
（
会
場
／
リ
モ
ー

ト 

い
ず
れ
か
を
明
示
）
を
ご
記
入
の
上
、

下
記
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。 

【
申
込
先
】ke

n
k

y
u

@
ch

ih
o
sh

i.jp

（
地
方

史
研
究
協
議
会
研
究
小
委
員
会
） 

【
締
切
日
】
十
一
月
六
日
（
日
） 

 
 

※
個
人
で
申
し
込
ん
で
い
た
だ
い
て
も
結

構
で
す
が
、
申
込
が
煩
雑
に
な
り
ま
す
の

で
、
森
田
の
方
で
一
括
し
て
申
し
込
み
た

い
と
思
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
十
一

月
三
日
（
木
、
祝
日
）
ま
で
に
森
田
ま
で

メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。 

※
東
部
例
会
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
会
場

確
保
の
都
合
上
、
沼
津
で
行
い
、
し
か
も

第
二
日
曜
日
で
す
。
お
間
違
え
な
ら
な
い

よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。
会
場
は
J

R

沼
津
駅
か
ら
南
東
へ
徒
歩
七
分
で
す
。 

 

事
務
局
よ
り 

① 

歴
史
随
想
の
募
集
・
研
究
報
告
の
依
頼 

十
二
月
以
降
の
報
告
者
が
未
定
で
す
。
三
月

は
卒
業
論
文
発
表
会
の
た
め
、
静
岡
大
や
静

岡
文
芸
大
に
お
願
い
し
て
い
き
ま
す
。
幹
事

な
ら
び
に
報
告
希
望
者
は
小
和
田
会
長
も
し

く
は
事
務
局
森
田
ま
で
御
連
絡
く
だ
さ
い
。 

〈
事
務
局
連
絡
先
〉
電
話
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
と
も 

（
〇
五
三
）
四
四
九
―
五
七
一
一
森
田
香
司 

② 

会
費
納
入
の
お
願
い 

 

会
報
に
振
り
替
え
用
紙
を
同
封
し
ま
し
た
の

で
、
ま
だ
会
費
を
納
入
さ
れ
て
い
な
い
会
員
は

納
入
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

 

                       

           

          

                   

       

     

    

    

     

                 

 

№ 科 目 
本年度予

算額 
決算額 対前年比 内    訳 

1 会場費 42,940 40,440 -25.00 
教育会館／あざれあ／産業経済会館/ア

クトシティ 

2 
例会案内・

郵送費 
 50,000 40.871 -9.129 会報郵送・葉書・切手等 

3 会報印刷費 25,000  8.374 -16.626 インク、コピー代等 

4 交通費補助 50,000 10,000     -40.000 ７月例会糟谷氏 

5 
会誌編集刊

行費 
200,000 170.945 -29.055 11 号会誌印刷・郵送・校正等 

6 事務費 １5,000  20.842 5.842 事務連絡、コピー(総会資料含む)封筒等 

7 総会費 0 0  0 総会中止 

8 予備費 795,060 14,040 -781.020 総会資料送付準備交通費（御殿場）  

  合計 1,.178.000 305.512 872.488   

№ 科 目 予算額 決算額 対予算比 内    訳 

1 繰越金  711.254 711.254      0 前年度繰越金 

2 会 費 456,000 460,000 4,000 振込 95 名、例会 1 名、過年度分 19 名分、合計１１５名  

3 書籍売上 10,000   6,000 -4.000 会誌６冊 

4 雑収入    746      0  -746  

5 合計 1.178.000  305,512  872.488  

２０２１年度支出の部 

２０２１年度静岡県地域史研究会決算書収入の部  



 

 

                         

   

                   

№ 科 目 
本年度予

算額 
前年度予算額 対前年比 内    訳 

1 会場費 39,980 42.940    -2,960 
教育会館 4,900×2、3,700×2/6 月磐田 4,800/1 月

あざれあ 4.300/2 月三島 0/沼津市立図書館 6,280 

2 例会案内費 50,000 50,000       0 会報郵送・葉書・切手等 

3 会報印刷費 25,000 25,000 0 インク・コピー代等 

4 交通費補助 50,000 50,000      0 例会交通費(東京等遠方より)10,000×5 

5 事務費  15,000   15,000   0  コピー・封筒・通信費等 

6 総会費  180.000 0 180.000 講師謝礼 170,000 他諸経費 

7 会誌編集刊行費 350,000 200,000 150.000 12 号会誌（別冊歴史随想を含む）印刷・郵送・校正等 

8 予備費  596.020 795.060 - 199,040    

  合計 1306.000 1.178.000 128.000   

№ 科 目 
本年度

予算額 

前年度

予算額 
対前年比 内    訳 

1 年会費 424.000 456.000   -32,000    4,000×106 名 

2 繰越金 871.742 711.254 160,488   

3 書籍売上 10,000 10,000 0 1,000×10 

4 雑収入 258  746 -488  

  合計 1,306.000 1.178.000  128.000   

 
２０２２年度予算案支出の部 

２０２２年度予算案収入の部 
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 〔会費納入先〕 

424-0949 静岡市清水区本町９ー８ 

北村啓気付ＴＥＬ090-4230-6530 

郵便振替口座 00880-3-63062 

年会費 ４，０００円 


